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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、19世紀におけるアイヌ統治政策を対象とし、統治政策の前線に位置した実務官吏
の思想・行動を分析することで、当該期のアイヌ同化政策の根幹には仁政的ヒューマニズムが
存在したことを明らかにした。また、近世的華夷秩序意識からの逸脱がアイヌ統治政策にも強
く影響したこと、近代的国民国家への転換に際しては、19 世紀特有の華夷意識が存在したこと
を明らかにした。 
 

研究成果の概要（英文）： 
This research proved that “Jinsei” humanism existed in the basis of the Ainu 

government policy in the 19th century, through the analyzing the business government 
official's located in the front of a government policy thought and action. It proved that 
the deviation from the Chinese hegemony at pre-modern Japan influenced also for an 
Ainu government policy, and that the Chinese hegemony peculiar to the 19th century 
existed in the process of conversion to a modern nation-state. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)アイヌ統治史研究は、19 世紀のアイヌ支
配に関して「支配権力による収奪・暴力」
というステレオタイプな分析視角にとど
まっており、アイヌ同化政策を生み出した
政治的暴力についての内在的検討は行わ
れて来なかった。 

(2)既存研究における分析対象は、幕閣など

の幕府中枢に偏っており、現地統治機構で
ある箱館奉行や奉行所官吏などの実務官
吏に関する研究はほとんど行われていな
かった。 

(3)蝦夷地・アイヌ統治における統治イデオ
ロギーや、当該期の周縁的領域の国家的位
置付けに関しては、蝦夷地やアイヌに即し
た研究に関して未だに手付かずな分野が
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多く存在した。 

 
 
２．研究の目的 

(1)本研究では、19 世紀に蝦夷地・アイヌ支
配における統治イデオロギーの変容や、幕
藩制国家体制内における「異域」の位置付
けの変化について考察することを目的と
した。 

(2)具体的には、箱館奉行所吏員のアイヌ
観・蝦夷地認識を分析対象とし、官吏個々
人の思想や知見とともに、統治集団として
持った支配イデオロギーやアイヌ観・蝦夷
地観の特質を解明することを目的とした。 

 
 
３．研究の方法 

(1)19 世紀におけるアイヌ統治政策の契機と
なった 1954 年（安政元年）の蝦夷地調査
に着目し、調査参加者に関わる資料収集を
行った。 

(2)19 世紀以降に蝦夷地を訪問した旅行者・
調査者・商人等に関係する史料、彼らが蝦
夷地やアイヌに関して残した記録（日記類）
を調査した。 

(3)19 世紀に蝦夷地・アイヌの統治機構であ
った箱館奉行所に関する歴史資料（奉行や
官吏の私的な史料も含む）に関する調査を
行った。 

(4)アイヌ統治政策の実行者であった箱館奉
行所吏員のアイヌ観とアイヌ統治政策と
の関係、その根底に存在した仁政的ヒュー
マニズムに注目し、仁政的ヒューマニズム
とアイヌ同化政策との関係を検討した。 

 
 
４．研究成果 
(1)19 世紀に蝦夷地に私的・公的に渡海し、

その後に幕府や開拓使の官吏として蝦夷
地・アイヌ統治政策に関わった以下の人物
に着目し、彼らに関係する資料調査を行っ
た。 

 ①松浦武四郎；弘化年間より個人で蝦夷地
へ渡海・調査を行う。安政期には箱館奉行
所雇いとして、蝦夷地の地理やアイヌ統治
に関する実地調査を行が数年で辞任。明治
維新以後は開拓使判官に任命されるが、開
拓使の方針を批判して僅か 1 年で辞職。既
存研究においてはアイヌへの「良き理解者」
として評価されている。 

 ②岡本監輔；慶応期より個人で北蝦夷地
（カラフト島）へ渡海、維新後は開拓使の
官吏となる。急進的な蝦夷地開発・防備論
を主張し、漸進政策をとる開拓使長官黒田
清隆と対立して辞職する。 

 ③松本十郎；庄内藩士として幕末期に蝦夷
地統治に関わる。維新後は開拓使官吏とし

て蝦夷地・アイヌ統治に従事するが、カラ
フトアイヌの強制移住政策を批判、開拓使
長官黒田清隆と対立して開拓使を辞職す
る。 

 ④安政元年蝦夷地調査隊；安政元年に蝦夷
地の大規模調査のために派遣された調査
隊。蝦夷地でのアイヌとの直接の接触、仁
政的為政者としての振る舞いを行う。参加
者のほとんどが箱館奉行所の官吏として、
安政期以後の蝦夷地・アイヌ統治に従事し
た。 

 
(2) 近世におけるアイヌ同化政策の根底に
は、儒教的世界観＝華夷的世界秩序が強く
存在したこと、そのためアイヌ帰俗政策に
おいても仁政的ヒューマニズムが下支え
したことを明らかにした。 

(3) 従来、アイヌ同化政策に批判的であった
と評価されてきた松浦武四郎や松本十郎
といった官吏の思想を分析し、箱館奉行所
官吏のアイヌ観や仁政的ヒューマニズム
との関係性・類似性に着目した。 

(4) 仁政的同化政策は、同化政策を推進した
幕府官吏のみならず、従来同化政策に批判
的であったとされる松浦武四郎において
も共有されていたことを明らかにした。 

(5) 松浦武四郎や、同じく開拓使による樺太
アイヌの強制移住政策を批判した松本十
郎の思想を分析し、彼らはアイヌの「意向」
を無視した同化政策を批判したのであり、
「アイヌの主体的な同化」に関しては理想
的であると認識していたこと、アイヌの強
制移住に関しても移住場所に関するアイ
ヌの意向が重要視され、アイヌの意向を無
視した点に批判の重点が置かれたことを
明らかにした。 

(6) 箱館奉行所支配における蝦夷地やアイ
ヌ民族の位置付けが、19世紀半ばにおいて
近世幕藩体制における「異域」という位置
付けから幕藩体制内へと明確に包摂され
ること、その過程においてアイヌ民族の
「御百姓化」が目指されたこに着目し、19
世紀におけるアイヌ同化政策とは、アイヌ
の「御百姓」化であり、仁政的ヒューマニ
ズムがその背景に存在したことが明らか
にした。 

(7) 開拓使支配においては、当初は幕藩体制
的枠組みの継承が試みられたが、黒田清隆
長官時代には、「平等原則」のもと近世的
なアイヌ民族への「撫育」といった保護政
策は全面的に否定されたことを明らかに
し、この変化とは国民国家的な意味での内
包化であり、幕藩体制的な内包化とは大き
く性格を異にするものであると位置付け
た。 
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